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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
英
国
労
働
運
動
の
挑
戦
」 

英国労働組合会議 
書記長 
ブレンダン・バーバー氏 

　
英
国
の
労
組
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｕ
Ｃ

（
英
国
労
働
組
合
会
議
）
の
書
記
長
、
ブ
レ
ン

ダ
ン
・
バ
ー
バ
ー
氏
は
、
昨
年
一
二
月
一
〇
日
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
主
催
す
る
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
「
英
国
労
働
運
動
の
挑
戦
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
バ
ー
バ
ー
氏
は
、

一
二
月
四
日
か
ら
宮
崎
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｕ
（
国
際
自
由
労
連
）
世
界
大
会
に
出
席
、

そ
の
後
東
京
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
宮
崎
大
会
に
触
れ
、
Ｗ

Ｃ
Ｌ
（
国
際
労
連
）
と
の
統
合
問
題
な
ど
、
再

編
の
進
む
世
界
の
労
働
運
動
の
潮
流
に
つ
い
て

言
及
し
た
後
、
英
国
の
労
働
運
動
が
直
面
し
て

い
る
い
く
つ
か
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
英
国
の

労
組
が
ど
の
よ
う
に
諸
問
題
に
立
ち
向
か
お
う

と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
講
演
し
た
。 

 

　 
 

ま
ず
は
組
織
化 

 

「
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
設
立
は
一
八
六
八
年
。
世
界
で

最
も
歴
史
の
古
い
組
合
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
だ
け
長
い
間
存
続
し
て
い
る
と
、
犯
せ
る

限
り
の
過
ち
は
犯
し
て
き
た
と
思
う
」
。
講
演

の
冒
頭
、
バ
ー
バ
ー
氏
は
微
妙
な
言
い
回
し
で

Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
表
現
し
て
み

せ
た
。
本
誌
一
月
号
「
先
進
諸
国
に
お
け
る
労

働
運
動
の
現
状
―
英
国
／
産
別
組
織
の
大
型
統

合
」
で
報
じ
た
と
お
り
、
英
国
で
は
今
年
に
入

り
産
別
労
組
同
士
の
大
型
合
併
が
進
ん
で
い
る
。

背
景
に
は
組
織
率
低
下
に
よ
る
労
組
組
織
力
の

弱
体
化
が
あ
る
。
合
併
は
生
き
残
り
を
か
け
た

窮
余
の
策
と
い
う
わ
け
だ
。
最
近
に
お
け
る
組

織
率
の
低
下
は
顕
著
で
、
と
り
わ
け
Ｔ
Ｕ
Ｃ
傘

下
の
労
組
に
つ
い
て
は
深
刻
。
バ
ー
バ
ー
氏
に

よ
る
と
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
現
加
盟
人
員
は
六
五
〇
万

人
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
が
就
任
し
た
当
時

の
一
二
一
〇
万
人
か
ら
す
る
と
ほ
ぼ
半
分
に
減

っ
た
。 

　
保
守
党
政
権
下
の
一
八
年
間
は
、
英
国
の
労

働
運
動
に
と
っ
て
冬
の
時
代
と
言
わ
れ
る
。
厳

し
い
労
組
切
り
崩
し
に
遭
っ
た
こ
の
時
代
を
振

り
返
り
、
バ
ー
バ
ー
氏
は
こ
れ
を
ま
ず
組
織
率

低
下
の
第
一
の
理
由
に
あ
げ
た
。
第
二
の
理
由

は
、
経
済
構
造
の
変
化
だ
。
一
九
七
九
年
当
初
、

製
造
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
七
〇
〇
万
人
を

超
え
て
い
た
が
、
現
在
は
三
〇
〇
万
人
に
満
た

な
い
。
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
こ
の
分
野
で
の

労
働
者
の
減
少
が
組
織
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
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た
と
い
う
わ
け
だ
。
色
々
な
理
由
が
あ
る
に
せ

よ
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
組
織
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
事
実
。
世
界
で
最
も
伝

統
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
組
合
も
、
組

織
率
の
低
下
に
は
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
。
組
織
運
営
そ
の
も
の
に
関
わ
る
こ
の

重
い
問
題
に
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
ど
う
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
か
。 

 

　 
 

オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・ 

　
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立 

 

「
顔
色
が
よ
く
な
い
、
使
い
古
さ
れ
た
、
白

人
の
男
性
」
。
英
国
に
お
け
る
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
バ
ー
バ
ー
氏
は
自
虐
的

に
こ
う
形
容
し
た
。
労
働
組
合
の
支
持
率
を
あ

げ
る
に
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
労
働
組
合
に
対
す

る
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
か
ら
始
め

な
く
て
は
と
説
く
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
一
九
九
六
年
、

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
学
校
「
オ

ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
創
設
し

た
。
設
立
に
は
当
時
組
織
局
長
だ
っ
た
バ
ー
バ

ー
氏
自
身
が
深
く
関
わ
っ
た
。
歯
止
め
の
か
か

ら
な
い
組
織
率
の
低
下
に
強
い
危
機
感
が
あ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
の
は
現
在
約
二
〇
〇
名
の
組
合
員
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
最
近
、
労
働
組
合
参
加

者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
か
な
り
変
化
し
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
。
従
来
年
配
の
男
性
に
支
配
さ

れ
て
き
た
労
働
組
合
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
女
性

や
若
者
が
増
え
て
き
た
。
民
族
的
に
は
少
数
派

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
参
加
者
も
多
く
目
に
つ

く
。
各
加
盟
組
織
が
オ
ル
グ
活
動
を
展
開
し
て

い
く
上
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
実
践
方
法
な

ど
が
試
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
こ

う
し
た
変
化
を
歓
迎
し
、
提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ

ア
を
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
用
す
る
な
ど
、

運
動
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。 

　
女
性
の
参
加
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

女
性
に
関
す
る
労
働
条
件
の
問
題
を
議
論
す
る

場
面
も
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
女
性
労
働
者

に
お
け
る
賃
金
平
等
の
問
題
。
英
国
の
職
場
に

お
い
て
女
性
に
平
等
な
給
与
を
支
給
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
は
す
で
に
三
〇
年
前

に
確
立
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実

的
に
は
ま
だ
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
。

あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
労
働
に

従
事
す
る
女
性
と
男
性
を
比
較
し
た
場
合
、
女

性
の
方
が
二
割
ほ
ど
少
な
い
と
い
う
結
果
が
で

た
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

女
性
の
場
合
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
も
っ
と
広
が

る
と
言
う
。
バ
ー
バ
ー
氏
は
、
「
こ
う
し
た
格

差
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
欧
州
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
見
て
も
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
」
と
指
摘
、
女
性
の
組
織
率
を

上
げ
る
た
め
に
も
、
力
点
を
お
い
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
組
織
化

の
鍵
は
、
組
織
化
が
遅
れ
て
い
る
層
の
不
満
の

中
に
潜
む
。 

   

キ
ー
ワ
ー
ド
は 

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス 

 

現
在
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
取
り
組
む
活
動
の
中
で
優
先

度
が
高
い
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
が
あ
る
。
な
か
で
も
労
働
時

間
の
問
題
は
重
要
。
英
国
の
労
働
時
間
は
欧
州

先
進
諸
国
の
中
で
も
最
も
長
い
。
バ
ー
バ
ー
氏

に
よ
る
と
、
週
労
働
時
間
は
フ
ル
タ
イ
ム
従
事

者
で
平
均
四
三
・
五
時
間
、
定
期
的
に
週
四
八

時
間
以
上
働
い
て
い
る
労
働
者
が
四
〇
〇
万
人

以
上
お
り
、
ま
た
、
賃
金
の
支
払
わ
れ
な
い
残

業
（
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
残
業
）
も
多
い
と
い

う
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
対
す
る
不
払
い
賃
金
の

総
計
が
二
三
〇
億
ポ
ン
ド
と
い
う
推
計
も
あ
る
。

ど
う
し
て
英
国
の
労
働
時
間
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

長
い
の
か
。
こ
う
し
た
英
国
の
長
時
間
労
働
の

実
態
に
つ
い
て
バ
ー
バ
ー
氏
は
「
オ
プ
ト
ア
ウ

ト
（
適
用
除
外
）
」
の
存
在
を
指
摘
、
ビ
ジ
ネ

ス
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
影
で
多
く
の
労
働
者

が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
経
営
側
の
姿
勢
を
批

判
し
た
。 

　
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
労
働
時
間
の
問
題
を
重
視
す
る
の

に
は
理
由
が
あ
る
。
労
働
時
間
の
問
題
は
生
活

の
問
題
と
直
結
す
る
か
ら
だ
。
特
に
最
近
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
子
育
て
の
問
題
。
働
く

こ
と
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
や
っ
て
調
和

さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
今
英
国
で

最
も
関
心
を
集
め
る
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

バ
ー
バ
ー
氏
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
こ
の
テ
ー

マ
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

①
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
柔
軟
な
労
働
時
間
の

運
用
、
②
子
育
て
を
支
援
す
る
施
設
の
充
実
、

③
子
育
て
施
設
利
用
料
の
引
き
下
げ
、
④
職
場

環
境
の
改
善
な
ど
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
全
国

的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

   

ユ
ニ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・ 

　
リ
プ
レ
ゼ
ン
タ
テ
ィ
ブ
を
設
置 

 

さ
ら
に
バ
ー
バ
ー
氏
は
、
労
働
組
合
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
労
働
者
の
職
業
ス
キ
ル

の
向
上
と
い
う
テ
ー
マ
を
あ
げ
た
。
現
在
、
約

三
五
〇
万
人
の
労
働
者
が
、
識
字
、
あ
る
い
は

計
算
と
い
っ
た
基
礎
的
な
能
力
に
お
け
る
職
業

上
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
。
バ
ー
バ
ー

氏
は
、
職
業
訓
練
の
体
系
の
面
で
英
国
に
は
弱 
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い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
指
摘
。
公
共
政
策
の
議
論

の
中
で
、
労
組
は
こ
の
弱
点
を
補
う
よ
う
要
求

し
て
き
た
が
政
府
は
放
置
し
て
き
た
。
た
だ
し
、

こ
の
六
、
七
年
の
間
、
労
組
は
よ
り
現
実
的
な

対
応
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
、
労
組
が
実
際

に
従
業
員
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
労

働
者
が
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
支
援
し
よ
う
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る
。
バ
ー
バ
ー
氏
は
、

「
ユ
ニ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
リ
プ
レ
ゼ
ン
タ

テ
ィ
ブ
（
職
業
訓
練
に
関
す
る
組
合
代
表
）
」

と
い
っ
た
職
場
に
お
け
る
新
制
度
を
創
設
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
す
で
に
八
〇
〇

〇
人
ほ
ど
が
こ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。 

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
つ
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
従
業
員
向
け
の
研
修
（
例

え
ば
Ｉ
Ｔ
技
術
及
び
語
学
研
修
な
ど
）
へ
の
投

資
に
関
し
使
用
者
と
交
渉
す
る
こ
と
。
二
つ
目

は
、
従
業
員
と
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

企
業
と
の
仲
介
、
地
元
大
学
と
地
元
企
業
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
産
学
連
携
）
の
推
進
、

職
場
に
お
け
る
学
習
セ
ン
タ
ー
の
創
設
な
ど
。

三
つ
目
は
、
労
働
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
（
メ
ン
タ
ル
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
）
な
ど
を
通

し
た
労
働
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
。
バ
ー
バ

ー
氏
は
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
「
地

方
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
結
果
、

実
際
に
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ
始
め
て
い
る
。

今
後
、
全
国
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
、

新
制
度
の
拡
充
に
意
欲
を
示
し
た
。 

   

英
国

は
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か 

 

バ
ー
バ
ー
氏
は
こ
の
ほ
か
、
年
金
問
題
や
、

情
報
共
有
に
関
す
る
労
働
者
の
権
利
の
問
題
、

ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
の
関
係
な
ど
、
今
英
国
労

組
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、

最
後
に
「
こ
の
よ
う
に
英
国
が
直
面
し
て
い
る

労
働
分
野
の
問
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

問
題
の
背
景
に
は
大
き
な
議
論
が
あ
る
」
と
述

べ
た
。
英
国
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
向
か
う
べ
き

か
と
い
う
テ
ー
マ
だ
。 

　
バ
ー
バ
ー
氏
は
、
「
欧
州
に
は
、
福
祉
国
家
、

社
会
の
団
結
、
連
帯
感
、
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
重
視
し
、
そ
の
下
で
労
組
の
担
う
適

切
な
役
割
を
認
識
し
、
働
く
人
々
の
権
利
を
保

護
す
る
と
い
っ
た
共
通
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す

る
」
と
説
明
。
こ
れ
と
対
極
的
な
位
置
に
あ
る

の
が
米
国
的
モ
デ
ル
で
あ
る
と
し
た
。
解
雇
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
米
国
流
の
や
り
方
に
関
し
、

「
西
部
開
拓
の
歴
史
を
持
つ
米
国
に
は
、
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
的
な
資
本
主
義
を
優
先
す
る
と
い
う

土
壌
が
あ
る
。
雇
用
し
て
す
ぐ
に
解
雇
す
る
と

い
う
の
が
米
国
で
は
一
般
的
だ
が
、
労
働
者
は

保
護
さ
れ
な
い
」
と
批
判
。
ま
た
極
端
な
規
制

緩
和
の
傾
向
に
つ
い
て
、
「
規
制
緩
和
す
れ
ば

す
べ
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
規
制
緩

和
し
て
悪
く
な
っ
た
事
例
は
多
い
」
と
、
こ
う

し
た
米
国
的
手
法
に
対
し
て
は
懐
疑
的
だ
。
バ

ー
バ
ー
氏
は
、
「
人
間
関
係
を
介
し
、
協
議
に

よ
り
職
場
関
係
を
構
築
し
て
い
く
と
い
っ
た
手

法
―
い
わ
ゆ
る
こ
れ
が
欧
州
に
お
け
る
伝
統
的

や
り
方
で
あ
り
、
英
国
は
他
の
欧
州
諸
国
と
協

力
し
、
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
こ
そ
追
求
し
て
い

く
べ
き
だ
」
と
強
調
し
、
講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

ブ
レ
ン
ダ
ン
・
バ
ー
バ
ー
（B

rendan B
arber

） 

　
ロ
ン
ド
ン
市
立
大
学
を
卒
業
後
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
に

入
り
出
版
・
情
報
局
長
、
組
織
・
労
使
関
係
局

長
、
書
記
長
代
理
を
経
て
二
〇
〇
三
年
よ
り
現

職
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
組

織
家
養
成
学
校
）
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
イ

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
設
立
に
尽
力
、
組
織
化

に
貢
献
す
る
。
労
使
間
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
に
基
づ
き
労
働
者
の
権
利
、
福
祉
を
重
視

す
る
欧
州
型
社
会
の
発
展
を
提
唱
。
年
金
制
度

改
革
、
労
働
時
間
と
い
っ
た
国
内
外
の
諸
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
一
九
八
九
年
（
当
時
、
組
織
・
労
使
関
係
局

長
）
と
九
六
年
（
当
時
、
書
記
長
代
理
）
の
二

回
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
（
当
時
日
本
労
働
研
究
機
構
）
の

招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日
。
夫
人
の
メ
ア
リ
ー
・

バ
ー
バ
ー
は
、
長
く
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
国
際
局
で
活
躍

し
、
日
本
を
含
む
世
界
中
の
労
組
関
係
者
に
人

気
が
あ
る
。 

（
国
際
研
究
部
・
主
任
調
査
員
　
天
瀬
光
二
） 



労働政策フォーラム 

49

Business Labor Trend  2005.2

共
に
働
き
、共
に
生
き
る 

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

障害者の就労支援に関する 
「共働宣言」が伝えたいこと 

労働政策フォーラム 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
「
障
害
者

週
間
」
の
初
日
と
な
る
昨
年
一
二
月
三
日
、

都
内
で
労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
共
に
働
き
、
共
に
生
き
る
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
堀
田
力
・
さ
わ
や
か

福
祉
財
団
理
事
長
の
基
調
講
演
の
後
、
谷
畑

孝
・
前
厚
生
労
働
副
大
臣
が
障
害
者
雇
用
施

策
の
現
状
を
報
告
し
た
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
が
昨
年
九
月
二
九
日

に
発
表
し
た
「
障
害
の
あ
る
人
の
『
働
き
た

い
』
を
応
援
す
る
共
働
宣
言
」
を
軸
に
進
行
。

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
共
働
宣
言
」
に
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
た
あ
と
、
障
害
者
の
就
労
支
援
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
伊
野
武
幸
・
ヤ
マ
ト
福

祉
財
団
常
務
理
事
、
箕
輪
優
子
・
横
河
電
機

人
材
労
政
部
、
畠
山
千
蔭
・
日
本
経
団
連
障

害
者
特
例
子
会
社
連
絡
会
会
長
、
勝
又
和
夫
・

全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
副
会
長
、

関
宏
之
・
大
阪
市
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
所
長
。
会
場
に
は
企
業
や
福
祉

の
関
係
者
な
ど
約
二
○
○
人
が
参
加
し
た
。 

   

自
立
し

て
、共
生
を 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
堀
田
氏
が
「
共

に
働
き
、
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
た
。 

 

厚
生
労
働
省
は
昨
年
九
月
、「
障
害
が
あ
る

人
の
『
働
き
た
い
』
を
応
援
す
る
共
働
宣
言

―
―
共
に
働
き
、
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
」（
以
下
「
共
働
宣
言
」）を
発
表
。

「
共
働
宣
言
」
は
、堀
田
氏
が
座
長
を
務
め
る

「
障
害
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る
有
識
者
懇

話
会
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。 

 

「
共
働
宣
言
」
は
福
祉
の
関
係
者
に
は
浸

透
し
た
も
の
の
、
企
業
側
の
反
応
は
い
ま
ひ

と
つ
。
そ
こ
で
堀
田
氏
は
、
「
今
日
は
是
非
、

こ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
企
業
の
ト
ッ
プ

に
ま
で
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
調
し
、

会
場
に
集
ま
っ
た
企
業
の
人
事
担
当
者
に
「
共

働
宣
言
」
の
積
極
的
活
用
を
求
め
た
。 

 

ま
た
堀
田
氏
は
、
成
熟
化
し
た
今
の
日
本

社
会
で
は
、
「
ど
ん
な
能
力
の
人
で
あ
ろ
う

と
、
ど
ん
な
状
態
の
人
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
社
会
全

体
の
幸
せ
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
う

え
で
「
障
害
者
の
方
々
を
み
ん
な
で
受
け
入

れ
、
み
ん
な
で
そ
の
能
力
を
活
か
し
、
障
害

者
が
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
可
能
な
限
り
自

立
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
を
み
ん
な
で
作

り
出
し
た
い
」
と
ま
と
め
、
共
生
社
会
の
実

現
を
訴
え
た
。 

 

続
い
て
、
「
共
働
宣
言
」
の
発
表
時
、
厚

生
労
働
省
の
副
大
臣
を
務
め
「
有
識
者
懇
話

会
」
の
主
催
者
で
も
あ
っ
た
谷
畑
氏
が
障
害

者
雇
用
政
策
の
現
状
を
報
告
し
た
。 

 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
国
際
的
に
進

み
、
「
施
設
か
ら
地
域
」
へ
障
害
者
施
策
の

転
換
が
進
む
な
か
、
谷
畑
氏
は
「
障
害
が
あ

っ
て
も
な
く
て
も
、
働
く
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
大
事
だ
」
と
前
置
き
し
、
「
働
く
こ
と

で
生
計
が
成
り
立
ち
、
人
格
も
高
ま
り
、
社

会
参
加
で
き
る
」
と
述
べ
、
仕
事
を
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
。
そ
の
う
え
で
障
害
者

が
仕
事
を
通
じ
て
地
域
で
自
立
し
て
い
く
た 
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め
に
は
、
就
労
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と
訴

え
た
。
ま
た
、
就
労
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
、
「
身
体
障
害
者
で
あ
ろ
う
と
、
知
的

障
害
者
で
あ
ろ
う
と
、
精
神
障
害
者
で
あ
ろ

う
と
、
一
元
化
し
た
地
域
で
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
」
と
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
障
害
者
の
就
労
支
援
が
必
要
と
の
認
識
を

示
し
た
。 

   

「
思
い
こ
み
を
捨
て
る
」 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
共
働
宣
言
」
の
実

現
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。 

 

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
の
伊
野
氏
は
、
特
例
子

会
社
の
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
で
障
害
者
雇
用
に
取

り
組
む
立
場
か
ら
、
「
共
働
宣
言
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
あ
る
「『
障
害
者
に
は
向
か
な
い
』

と
い
う
思
い
こ
み
を
捨
て
た
ら
で
き
た
」
と

い
う
経
験
を
紹
介
し
た
。
伊
野
氏
は
、
ス
ワ

ン
ネ
ッ
ト
が
経
営
す
る
ベ
ー
カ
リ
ー
店
で
、

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
珈
琲
を
抽
出
す
る
専
門
技
術

を
、
知
的
障
害
の
従
業
員
が
見
よ
う
見
ま
ね

で
覚
え
た
事
例
や
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
健

常
者
以
上
に
上
手
に
操
作
し
て
い
る
事
例
な

ど
を
報
告
。
「
障
害
者
は
ち
ょ
っ
と
能
力
が

劣
る
か
ら
何
も
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
先
入
観
を
見
事
に
打
ち
破
っ
た
一
つ
の

例
だ
」
と
話
し
、
障
害
者
に
対
す
る
思
い
込

み
を
捨
て
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。 

   

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」 

　
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
勝
又
氏
は
宣

言
の
な
か
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
地

域
を
耕
す
」
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。
勝

又
氏
は
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と
前
置

き
し
た
う
え
で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の

な
か
で
、
福
祉
や
医
療
、
労
働
や
教
育
関
係

者
な
ど
が
お
互
い
手
を
携
え
、
地
域
に
住
ん

で
い
る
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
応
援
し
、
み

ん
な
で
支
え
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述

べ
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者

支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。 

   

「
障
害
を
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
」 

　
横
河
電
機
の
箕
輪
氏
は
、
知
的
障
害
者
雇

用
の
た
め
特
例
子
会
社
を
設
立
し
、
障
害
者

の
採
用
・
教
育
に
携
わ
る
立
場
か
ら
、
宣
言

の
な
か
の
「
自
分
の
障
害
を
み
ん
な
が
知
っ

て
い
る
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
障
害
を
も

っ
て
い
る
人
が
就
職
活
動
す
る
際
は
、
自
ら

の
障
害
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
う
え
で
、
①
自

分
が
出
来
る
仕
事
②
出
来
な
い
仕
事
③
挑
戦

し
た
い
仕
事
―
―
を
き
ち
ん
と
企
業
側
に
伝

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
指
摘
。
ま
た
、
障
害

者
自
身
が
自
分
の
で
き
る
仕
事
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
い
場
合
、
障
害
者
の
支
援
団
体

が
「
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
は
一
体
何
が
得

意
な
の
か
」、「
潜
在
的
な
も
の
も
含
め
て
、

専
門
的
な
立
場
で
障
害
者
の
能
力
を
引
き
出

し
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
な
ど
と

述
べ
、
障
害
者
が
就
職
す
る
際
は
、
支
援
団

体
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。 
   

障
害
者

の
就
労
支
援 

　
厚
生
労
働
省
で
は
現
在
、
障
害
者
福
祉
を

改
革
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
を
示
し
て

い
る
。
柱
の
一
つ
が
障
害
者
の
自
立
支
援
。

障
害
者
が
そ
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己

実
現
や
社
会
貢
献
で
き
る
仕
組
み
の
整
備
を

促
す
も
の
だ
。
障
害
者
が
自
立
す
る
う
え
で
、

鍵
と
な
る
の
は
就
労
。
特
例
子
会
社
で
障
害

者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
た
畠
山
氏
は
、「
障

害
に
は
身
体
、
知
的
、
精
神
、
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
違
う
」
と
障
害
の

特
性
、
重
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と

指
摘
。
そ
の
う
え
で
障
害
者
が
就
労
す
る
際

に
は
、
「
自
分
は
、
ど
の
程
度
、
何
が
で
き

る
か
」
を
企
業
側
に
明
示
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
述
べ
た
。 

 

畠
山
氏
は
企
業
側
に
対
し
て
も
、
「
こ
う

い
う
障
害
だ
っ
た
ら
仕
事
が
あ
る
。
だ
け
ど

こ
う
い
う
障
害
な
ら
、
残
念
な
が
ら
う
ち
に

は
仕
事
が
な
い
」
と
障
害
者
雇
用
の
ニ
ー
ズ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
、
障
害
者
の

就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
企
業
と
福
祉
、
教

育
関
係
者
の
連
携
を
進
め
、
「
障
害
者
雇
用

の
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
」
が
不
可
欠
で

あ
る
と
主
張
し
た
。 
 

大
阪
市
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
就

労
援
助
し
て
い
る
関
氏
は
障
害
者
の
就
労
に

つ
い
て
、
「
親
も
本
人
も
企
業
も
就
労
、
雇

用
へ
の
戸
惑
い
、
た
め
ら
い
み
た
い
な
も
の

が
あ
る
」
と
指
摘
。
こ
う
し
た
戸
惑
い
を
払

拭
す
る
た
め
に
「
何
度
で
も
再
就
職
へ
挑
戦

で
き
る
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
大

事
」
と
述
べ
、
障
害
者
の
雇
用
で
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
た
場
合
、
安
心
し
て
福
祉
の
側
に

戻
り
、
も
う
一
度
就
職
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

な
安
全
網
の
構
築
を
求
め
た
。 

   

障
害
者

の
能
力
の
見
つ
け
方 

　
一
般
に
障
害
者
は
就
労
の
経
験
が
少
な
い
。

な
か
で
も
知
的
障
害
者
は
、
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
。
障
害
者

の
能
力
を
見
つ
け
出
す
コ
ツ
に
つ
い
て
箕
輪

氏
は
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
、
自

分
自
身
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と

し
た
う
え
で
、
①
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
②
ち

ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
で
き
る
こ
と
③
失
敗
し
て

も
い
い
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
―
―
を
詳

し
く
聞
い
た
う
え
で
、
職
場
で
様
々
な
経
験

を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
述

べ
た
。 

 

さ
ら
に
箕
輪
氏
は
、
前
の
職
場
で
オ
シ
ボ

リ
を
広
げ
る
作
業
に
適
性
が
な
か
っ
た
重
度

知
的
障
害
者
が
、
新
た
な
職
場
で
パ
ソ
コ
ン

を
使
う
仕
事
に
つ
き
、
メ
キ
メ
キ
頭
角
を
現

し
周
囲
を
驚
か
せ
た
事
例
を
報
告
。
「
前
の

職
場
の
話
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
に
、
会
社
の

中
を
見
渡
し
、
と
り
あ
え
ず
全
て
の
仕
事
を

経
験
を
し
て
も
ら
い
、
潜
在
的
な
能
力
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。 

   

障
害
者

の
雇
用
を
増
や
す
に
は 

　
会
場
に
は
企
業
の
人
事
担
当
者
も
多
数
出

席
し
た
。
障
害
者
雇
用
は
会
社
全
体
の
問
題
。

人
事
担
当
者
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
障
害
者

雇
用
の
拡
大
に
も
限
界
が
あ
る
。
畠
山
氏
は
、

障
害
者
の
雇
用
を
増
や
す
に
は
、
会
社
の
上

層
部
の
理
解
が
不
可
欠
と
主
張
。
そ
の
う
え

で
上
層
部
の
理
解
を
深
め
る
手
段
と
し
て
、

①
経
営
ト
ッ
プ
を
対
象
と
し
た
障
害
者
雇
用

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
②
企
業
が
障
害
者
雇
用
を

テ
ー
マ
と
し
た
社
内
研
修
の
実
施
③
企
業
同

士
の
交
流
―
―
を
提
起
。
障
害
者
雇
用
を
増

や
す
た
め
に
は
、
上
層
部
を
含
め
て
社
内
全

体
の
理
解
を
深
め
、
障
害
者
雇
用
を
進
め
る

企
業
間
の
交
流
が
有
効
だ
と
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
職
場
内
で
の
障
害
者
に
対
す
る
理

解
に
つ
い
て
畠
山
氏
は
、
「
障
害
の
あ
る
な

し
に
関
係
な
く
、
人
間
は
皆
同
じ
」
と
主
張
。

そ
の
う
え
で
、
「
能
力
が
違
う
、
適
性
が
違

う
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
障
害
の
あ
る
な
し

に
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
頭
の

中
に
置
い
て
接
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
強
調
し
た
。 

 

フ
ロ
ア
と
の
質
疑
応
答
で
は
企
業
側
か
ら

「
障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
働
く
企
業
風

土
づ
く
り
」
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

る
声
な
ど
が
あ
が
っ
た
。
福
祉
側
か
ら
は
、

障
害
者
雇
用
の
情
報
共
有
を
要
望
す
る
意
見

な
ど
が
出
た
。
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


